
県
本
部
は
９
月

13～

14日
、

「
２
０
２
５
労
働
学
校
」
を

開
催
し
、
２
日
間
の
べ

11単

組
ほ
か

22人
が
参
加
。
第
１

講
義
は
松
橋
崚
介
・
本
部
中

央
執
行
委
員
（
ｗ
ｅ
ｂ
参
加
）
、

第
２
講
義
は
久
保
竜
児
・
県

市
町
村
職
員
共
済
議
員
職
員

側
代
表
理
事
と
森
賀
県
本
部

委
員
長
、
第
３
講
義
は
小
淵

港
・
県
自
治
体
問
題
研
究
所

理
事
長
／
愛
媛
大
学
名
誉
教

授
（
財
政
学
）
に
講
義
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■

13日
第
１
講
義
で
は
「

25

人
事
院
勧
告
」
の
特
徴
と
要

求
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
民
間
比
較
企
業

規
模
１
０
０
人
以
上
へ
の
見

直
し
、
通
勤
手
当
の
改
善
と

駐
車
場
等
利
用
部
分
の
新
設
、

国
の
非
常
勤
職
員
の
人
勧
以

外
で
の
改
善
、
『
人
事
行
政

諮
問
会
議
最
終
提
言
』
を
具

体
化
す
る
「
報
告
・
勧
告
」

な
ど
の
課
題
の
説
明
が
あ
り

「
生
計
費
原
則
に
立
ち
返
り

賃
金
制
度
を
学
び
、
制
度
の

悪
い
点
は
怒
り
に
、
前
進
面

は
確
信
に
し
て
勝
ち
取
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

■

13

日
第
２
講
義
で
は
、

「
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

の
短
期
等
給
付
と
保
険
・
職

員
互
助
会
」
に
つ
い
て
、
各

制
度
の
概
要
説
明
と
事
例
を

も
と
に
し
た
給
付
内
容
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
高
額
療

養
費
、
休
業
給
付
、
人
間
ド
ッ

ク
等
利
用
助
成
な
ど
の
制
度

と
給
付
事
例
な
ど
も
学
び
、

あ
わ
せ
て
、
病
気
休
暇
使
用

の
際
の
成
績
率
・
期
間
率
と

の
関
係
な
ど
も
確
認
し
ま
し

た
。
講
義
後
に
参
加
者
で
交

流
会
を
行
い
ま
し
た
。

■

14日
第
３
講
義
で
は
「
県

下
自
治
体
の
財
政
状
況
に
つ

い
て
」
、
ま
ず
小
淵
先
生
か

ら
、
財
政
の
基
礎
に
つ
い
て

参
加
者
作
成
の
「
市
町
村
決

算
カ
ー
ド
」
の
資
料
を
も
と

に
、
言
葉
や
数
字
の
意
味
に

つ
い
て
説
明
を
う
け
、
財
政

の
立
て
直
し
の
方
向
性
、
西

予
市
財
政
の
場
合
の
特
徴
、

悪
化
の
要
因
な
ど
の
説
明
を

聞
き
、
議
論
し
ま
し
た
。
西

予
市
財
政
に
つ
い
て
は
「
市

長
と
市
議
会
の
責
任
を
明
ら

か
に
せ
ず
、
次
に
は
い
け
な

い
」
な
ど
の
指
摘
も
あ
り
ま

し
た
。
■
最
後
に
、
各
講
義

を
う
け
て
、
ま
た
第
３
講
義

の
質
疑
応
答
で
さ
ら
に
内
容

を
深
め
ま
し
た
。
質
問
で
は

「
財
政
力
指
数
と
は
」
「
自

分
の
市
町
の
数
値
が
悪
化
し

て
い
る
理
由
は
ど
こ
か
」

「
人
事
や
財
政
課
の
言
う
こ

と
が
正
し
い
か
ど
う
か
判
断

す
る
に
は
」
「
各
自
治
体
の

地
域
の
特
徴
、
決
算
や
数
字

悪
化
の
原
因
」
に
つ
い
て
も

質
疑
応
答
で
、
数
字
を
見
な

が
ら
実
践
的
な
内
容
で
深
め

ま
し
た
。
２
日
間
を
通
じ
て
、

今
年
の
要
求
の
課
題
、
財
政

に
強
く
な
る
重
要
性
な
ど
を

改
め
て
学
び
、
財
政
や
制
度

の
学
習
か
ら
、
労
働
条
件
と

働
き
方
を
前
進
さ
せ
る
と
り

く
み
の
必
要
性
を
確
認
し
合

い
ま
し
た
。
今
後
も
「
聞
い

て
役
に
立
つ
労
働
学
校
」
な

ど
、
学
習
す
る
機
会
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

■
８
月

23～

25日
に
か
け
て

自
治
労
連
は
福
岡
県
北
九
州

市
で
「
全
国
大
会
」
を
開
催
。

８
月

23日
事
前
会
議
（
部
評

大
会
総
会
）
、

24～

25日
第

47回
定
期
大
会
に
、
愛
媛
か

ら
８
単
組

15人
が
参
加
。
定

期
大
会
で
は
、
西
予
医
療
介

護
職
員
労
働
組
合
が
「
新
規

加
入
組
合
の
承
認
」
を
受
け
、

小
西
陽
子
委
員
長
が
発
言
、

山
内
佑
樹
県
本
部
副
委
員
長

が
「
自
治
研
の
と
り
く
み
」

に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

■
小
西
西
予
医
療
介
護
労
組

委
員
長
発
言
（
抜
粋
要
約

※
発
言
の
前
半
「
２
年
余
の

運
動
の
経
過
」
を
報
告
し
、

後
半
「
今
後
の
決
意
と
感
謝
」

発
言
）
４
月
以
降
、
市
・
協

会
・
病
院
現
場
の
連
携
が
う

ま
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
後
手

後
手
の
対
応
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
現
場
が
混

乱
し
て
い
る
な
か
、
西
予
市

職
員
労
働
組
合
か
ら
組
織
的

に
独
立
し
て
「
西
予
医
療
介

護
職
員
労
働
組
合
」
と
し
て

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、

「
民
営
化
」
後
の
職
場
で
頑

張
っ
て
い
る
「
職
員
の
声
」

を
小
さ
な
も
の
で
も
拾
い
上

げ
、
西
予
市
と
協
会
に
訴
え

続
け
る
気
持
ち
で
、
新
た
に

活
動
を
開
始
。
協
会
職
員
の

給
与
・
労
働
条
件
に
つ
い
て

「
西
予
市
の
財
政
難
に
よ
り

現
給
保
障
期
間
が
減
ら
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
…
」
と
い

う
不
安
の
声
も
あ
り
、
「
職

場
の
声
」
を
拾
い
上
げ
、
よ

り
良
い
勤
務
条
件
・
職
場
環

境
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
活
動

を
粘
り
強
く
続
け
ま
す
。
そ

し
て
「
西
予
市
の
地
域
医
療

福
祉
の
問
題
・
課
題
」
を
、

市
民
も
職
員
に
と
っ
て
も
よ

り
よ
い
方
向
へ
す
す
め
ら
れ

る
よ
う
、
地
道
に
と
り
く
ん

で
い
き
ま
す
。
最
後
に
、
西

予
市
と
聞
い
て
『
平
成

30年

７
月
豪
雨
災
害
』
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
い
た
方
が
お
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ

の
時
の
全
国
の
自
治
労
連
の

仲
間
の
皆
様
の
ご
厚
情
、
ま

た
民
営
化
阻
止
の
た
め
の
全

国
か
ら
の
反
対
署
名
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

■
山
内
県
本
部
副
委
員
長
発

言
（
抜
粋
）
愛
媛
県
本
部
は

毎
年
「
地
方
自
治
研
究
愛
媛

県
集
会
」
を
開
催
し
今
年
で

66回
目
。
昨
年
は
「
気
候
危

機
・
環
境
問
題
」
を
テ
ー
マ

に
、
全
体
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
３
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

「
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め

に
」
会
場
も
交
え
て
意
見
交

換
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
昨

年
の
テ
ー
マ
「
環
境
問
題
」

を
受
け
「
災
害
対
応
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
予
定
で
、
講
演
と

職
域
分
科
会
で
議
論
を
深
め

ま
す
。
来
年
広
島
で
開
催
の

第

18回
地
方
自
治
研
究
全
国

集
会
に
、
こ
の
間
の
県
自
治

研
や
単
組
の
職
場
自
治
研
の

成
果
を
持
ち
寄
り
参
加
す
る

こ
と
を
表
明
し
ま
す
。

９月６日、松山市内での「愛媛労連第37回

定期大会」に70人（自治労連関係12単組18

人）が参加。「職場・地域から労働者が声を

あげ、大幅賃上げ・働きやすい職場をつくろ

う！」と提起された運動方針案について10人

が討論に参加。自治労連からは、井関代議員

（松山）が議長団となり、３人が発言（以下

骨子）しました。和和和和気気気気代代代代議議議議員員員員（（（（西西西西予予予予））））「市立

病院等の民営化後５カ月、現場では様々な弊

害が出ている。この２年余り全県の多くの支

援で、組合員は前向きな気持ちになれ、大き

な財産を得た」。堀堀堀堀川川川川代代代代議議議議員員員員（（（（県県県県本本本本部部部部））））「全

労連四国青年部の11/22～23交流集会（伊予

市）に参加を。青年がチカラを発揮すること

が、組織のチカラになっていく。愛媛最賃1,0

33円が答申されたが、生計費とまだまだ差が

ある」。力力力力石石石石代代代代議議議議員員員員（（（（内内内内子子子子））））「交流を広げ組

合員を増やす。学習し何を要求するかシッカ

リ学び、要求活動につなげる。要求書を提出

しシッカリ交渉する。この原点で自治労連の

団結と結集を強めたい」。大会は「活動方針

案・予算案」等を採択し、新役員を選出。副

議長に森賀県本部委員長が再任されました。

（１） 第５８４号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２５年 ９月３０日

第 ５８４ 号

日 程

【10月】

10 自治労連共済実務研修会

（11・17・18日web）

11 県本部拡大執行委員会

中予総支部代表者会議

労働運動交流集会2025

（東京～13）

13 自治労連地方組織・組織

部長会議（本部）

18 自治労連四国医療介護職

員学習交流集会（高知）

25 医療介護評議会定期総会

日本平和大会（愛知～26）

【11月】

２ 全労連介護学習交流集会

９ 県自治研集会（松山）

自治体病院全国交流集

会（兵庫～10、web併用）

６ 自治労連保育・学童保育

闘争推進意思統一集会・

「保育大集会」

17 保育政府・国会要請行動

22 四国働くものの学習交流

集会in愛媛（伊予～23）

24 地域医療を守る運動全国

交流集会（東京・web併用）



東
予
総
支
部
は
９
月

13日

「
定
期
総
会
」
を
開
催
し
５

単
組
８
人
が
参
加
。
活
動
方

針
で
、
○
総
支
部
の
基
本
機

能
、
①
単
組
間
の
情
報
交
換
、

②
拠
点
闘
争
の
相
互
支
援
、

③
東
予
地
域
の
共
同
闘
争
を

発
展
さ
せ
る
、
○
自
治
労
連

に
結
集
し
て
愛
媛
県
本
部
の

運
動
方
針
を
基
調
と
し
て
運

動
を
す
す
め
る
を
提
案
し
確

認
。
具
体
的
課
題
と
し
て
、

○
定
例
的
と
り
く
み
を
見
直

し
、
よ
り
活
動
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
を
め
ざ
す
、
○
総

支
部
割
当
の
役
割
・
参
加
等

を
再
確
認
し
、
分
担
方
法
を

再
検
討
、
○
総
支
部
の
会
計

使
途
を
検
討
す
る
こ
と
を
今

後
１
年
間
で
議
論
し
方
向
性

を
出
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
「
４
市
職
の
書
記
の
学

習
交
流
の
機
会
を
」
と
の
意

見
が
あ
り
確
認
し
ま
し
た
。

南
予
総
支
部
は
８
月

21日

「
定
期
総
会
」
を
開
催
し
６

単
組

16人
が
参
加
。
力
石
総

支
部
長
（
内
子
町
職
）
が

「
南
予
地
域
で
は
、
公
立
病

院
の
経
営
形
態
の
見
直
し
議

論
や
賃
金
カ
ッ
ト
提
案
な
ど

危
険
な
側
面
も
見
せ
て
い
る
。

総
支
部
力
を
合
わ
せ
て
乗
り

切
っ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
活
動
・
収
支
等
報
告
、

活
動
方
針
、
予
算
な
ど
全
て

の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
局
単
組
が
宇
和
島
市
職

へ
移
り
、
役
員
改
選
後
の
あ

い
さ
つ
で
柳
川
新
総
支
部
長

が
「
久
し
ぶ
り
の
組
合
役
員

で
、
一
か
ら
の
勉
強
だ
が
、

力
を
合
わ
せ
て
こ
の
難
局
を

乗
り
切
り
た
い
」
と
決
意
表

明
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

よ
り
踏
み
込
ん
だ
話
で
、
秋

か
ら
の
活
動
に
は
ず
み
が
つ

く
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
８
月

23

日
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
新
居
浜

に
て
青
年
部
企
画
「
Ｂ
Ｂ
Ｑ

で
つ
な
が
ろ
う
の
会
」
を
開

催
。
青
年
部
企
画
で
す
が
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
総
勢

36人
、
幅
広
い
年
齢
層
の
参

加
で
新
た
な
交
流
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
「
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」

は

10～

16時
に
か
け
て
行
わ

れ
、
午
前
と
午
後
に
ち
ょ
っ

と
し
た
ゲ
ー
ム
を
企
画
。

「
宝
探
し
」
で
は
砂
浜
に
埋

め
ら
れ
た
百
個
の
カ
プ
セ
ル

を
探
す
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
。
書
か

れ
た
点
数
の
合
計
得
点
で
競

い
、
小
さ
な
子
ど
も
達
が
大

活
躍
、
最
後
の
１
個
が
中
々

見
つ
か
ら
ず
み
ん
な
で
大
捜

索
。
夏
の
海
と
い
え
ば
「
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
」
。
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
優
勝
し
た
の
は
女
子
チ
ー

ム
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
真
夏
の
屋
外
な
ら
で
は

の
ス
ポ
ー
ツ
は
最
高
で
す
が

熱
中
症
に
は
注
意
。
青
年
部

で
は
業
務
で
は
経
験
で
き
な

い
イ
ベ
ン
ト
や
組
合
加
入
し

て
初
め
て
で
も
参
加
し
や
す

い
企
画
を
実
施
し
ま
す
。

西
予
市
職
労
は
９
月

12日

「
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
提
案
」

に
つ
い
て
、
市
職
連
と
共
同

で
「
市
長
と
両
組
合
委
員
長

の
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
◎
自
治
労
連
市
職
労
・

片
山
委
員
長
、
市
職
連
・
中

村
委
員
長
「
共
同
コ
メ
ン
ト
」

（
抜
粋
）
職
員
給
与
カ
ッ
ト

案
に
対
し
、
私
た
ち
は
断
固

反
対
し
協
議
・
交
渉
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
当
初
の
「
全

職
員
一
律
３
％
カ
ッ
ト
、
３

年
間
実
施
」
案
を
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
組
合
員
の
声
を
集
約

し
、
当
局
と
粘
り
強
く
交
渉

を
重
ね
た
結
果
、
傾
斜
率
の

導
入
、
実
施
期
間
３
年
か
ら

２
年
へ
短
縮
な
ど
を
引
き
出

し
ま
し
た
。
納
得
は
で
き
ま

せ
ん
が
譲
歩
案
を
も
っ
て
組

合
員
の
負
担
の
可
能
な
限
り

の
軽
減
が
最
善
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
。
今
後
も
組
合

員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
た

め
、
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

松
山
市
職
労
は
９
月

17日

労
使
協
議
を
実
施
し
、
組
合

５
人
・
人
事
課
４
人
が
参
加
。

単
組
重
点
要
求
「
再
任
用
職

員
の
給
与
改
善
」
に
つ
い
て
、

７
月
団
体
交
渉
・
８
月
労
使

協
議
経
過
を
ふ
ま
え
、
人
事

課
か
ら
「
再
任
用
職
員
と
会

計
年
度
職
員
の
年
収
較
差
デ
ー

タ
」
が
提
示
さ
れ
、
改
善
の

方
向
性
を
協
議
。
組
合
「
業

務
内
容
が
変
わ
ら
な
い
職
員

が
再
任
用
を
理
由
に
給
与
減

額
さ
れ
る
の
は
職
務
給
原
則

に
反
す
る
」
「
２
年
前
か
ら

年
収
逆
転
が
生
じ
て
お
り
遡

及
改
善
の
検
討
を
」
、
人
事

「
職
の
難
易
度
を
考
慮
し
、

集
団
体
制
で
業
務
を
行
い
指

導
的
職
務
を
担
う
職
員
の
格

付
を
ど
う
す
る
か
検
討
中
」

「
遡
及
改
定
は
困
難
だ
が
今

年
度
の
給
料
表
改
定
で
の
４

月
遡
及
は
可
能
」
な
ど
意
見

交
換
。

11月
団
体
交
渉
で
労

使
合
意
を
め
ざ
し
ま
す
。

西
予
医
療
介
護
労
組
は
９

月

18日
、
８
／
５
市
議
会
議

長
・
副
議
長
と
の
懇
談
に
続

き
、
市
議
会
議
員
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し

20人
（
議

員
９
・
組
合

11）
が
参
加
。

最
初
に
小
西
委
員
長
が
「
市
・

協
会
の
連
携
が
と
れ
て
い
る

の
か
、
職
員
が
大
切
に
さ
れ

て
い
る
の
か
、
現
場
で
不
安

を
感
じ
て
い
る
」
な
ど
あ
い

さ
つ
。
井
関
前
議
長
が
「
配

布
の
『
職
場
の
現
状
報
告
書
』

『
組
合
要
求
へ
の
市
長
見
解
』

を
読
む
と
、
市
は
手
を
離
し

た
と
感
じ
る
」
な
ど
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
約
２
時
間
、
全

体
質
疑
と
グ
ル
ー
プ
討
議
を

行
い
ま
し
た
。
組
合
参
加
者

か
ら
現
場
の
状
況
と
要
望
を

伝
え
、
最
後
に
河
野
副
委
員

長
が
「
今
日
の
話
し
合
い
で

理
解
し
あ
え
る
こ
と
が
多
く

あ
っ
た
。
今
後
も
協
力
し
合
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

■
毎
日
の
あ
い
さ
つ
が
「
今

日
も
暑
い
ね
」
に
な
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
涼

し
く
な
る
の
か
、
も
は
や
冬

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
伊
藤
）

■
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
と

は
言
う
も
の
の
、
今
年
は
そ

ん
な
の
関
係
な
く
暑
さ
が
続

い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
心
配
す
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。
早
く
涼
し
く
な
あ
れ
！

（
新
居
浜
・
藤
井
）

■
今
年
は
昨
年
ほ
ど
夏
の
気

温
が
暑
く
な
い
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
は
、
猛
暑
日
が
無

い
か
ら
だ
ろ
う
か
。
昨
年
は

猛
暑
日
だ
ら
け
だ
っ
た
気
が

し
ま
す
。

（
今
治
・
越
智
）

■
パ
ズ
ル
の
解
答
を
見
て
自

分
の
今
の
状
況
を
言
わ
れ
て

い
る
の
か
と
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
。
「
イ
ソ
ガ
バ
マ
ワ
レ
」

あ
れ
も
し
な
き
ゃ
、
こ
れ
も

し
な
き
ゃ
と
焦
る
気
持
ち
を

落
ち
着
け
て
１
つ
ず
つ
確
実

に
仕
事
を
こ
な
し
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

（
内
子
・
酒
井
）

■
体
重
管
理
ア
プ
リ
を
始
め

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

痩
せ
た
時
だ
け
数
値
を
入
力

し
、
体
重
が
増
え
た
時
は
認

め
た
く
な
い
気
持
ち
か
ら
入

力
を
怠
る
た
め
、
全
く
意
味

が
な
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。

（
新
居
浜
・
永
易
）

■
お
気
に
入
り
の
日
焼
け
止

め
が
あ
る
の
に
新
し
い
の
が

出
た
ら
試
し
て
み
た
く
な
り

つ
い
購
入
。
毎
年
夏
が
お
わ

る
ま
で
に
数
本
残
り
反
省
し

き
り
。
今
年
は
も
う
増
や
さ

な
い
ま
ま
頑
張
り
た
い
で
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５８４号

２０２５年 ９月３０日

■
５
８
２
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
イ
ソ
ガ
バ
マ
ワ
レ
」

（
急
が
ば
回
れ
）
で
し
た
。

正
解
は
７
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

越
智
紀
幸
（
今

治
）

伊
藤
朝
美
（
新
居
浜
）

酒
井
涼
香
（
内

子
）

大
石
芽
久
美
（
新
居
浜
）

木
村
朱
里
（
今

治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】

10月

27日
【
発

表
】
５
８
６
号
（

11月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①精神面での援助・介護

④カモメ科の海鳥、鳴き声が猫に似ている

⑦金銭を納めること

⑧専門的・実用的な技術・知識・手法

⑨南フランスを日本語でいうと

【タテのカギ】

①表がいつの間にか裏になる図形・環

②憧れるだけで、自分には手が届かない

もの。植物を使って例えて

③今日の朝

⑤○○○○⇔不運／非運

⑥○○○○⇔文頭

マ
ス
目

を
埋
め

、
二
重

枠
の
８
文

字
で

愛
媛
県

出
身
の

歌
手
に

し
て
下
さ

い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


